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令和６年度上尾伊奈資源循環組合一般会計歳入歳出決算審査に係る意見の

提出について（報告） 

 

地方自治法第２３３条第２項の規定により審査に付された、令和６年度上尾伊奈

資源循環組合一般会計歳入歳出決算書及び証書類その他政令で定める書類を審査し

たので、次のとおりその意見を提出する。 

 

 １ 審査の種類 

 地方自治法第２３３条第２項の規定に基づく決算審査 

 

 ２ 審査の対象 

(1) 令和６年度上尾伊奈資源循環組合一般会計歳入歳出決算 

(2) 上記決算に関する証書類、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する

調書及び財産に関する調書 

 

３ 審査の期日 

 令和７年６月２５日 

 

４ 審査の実施内容 

上尾伊奈資源循環組合監査基準に基づき、審査に付された前記の書類が関係

法令に適合しているか、その計数が正確であるか、歳入は適正に確保されてい

るか、歳出予算は適正に執行されているか、事務事業が効果的・経済的・合法

的に執行されているかに重点を置いて、関係帳簿等と照合を行うとともに関係

職員の説明を聴取して実施した。 

 

５ 審査の結果 

審査に付された前記の書類は、関係法令に準拠して作成されており、記載さ

れた計数は、いずれも正確であると認められた。また、歳入歳出予算の執行状

況については、それぞれの目的に沿って適正な執行が行われているものと認め

られた。 
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審 査 結 果 調 書 

決算概要  

審査した令和６年度上尾伊奈資源循環組合一般会計歳入歳出決算の概要は、次の

とおりです。  

当年度における予算額は、当初1億4,406万5,000円、補正75万8,000円により、1億

4,482万3,000円となっています。  

これに対する決算額は、歳入総額1億3,300万514円（収入率91.8％）、歳出総額1

億3,234万7,511円（執行率91.4％）、差引残額である形式収支額は65万3,003円とな

っています。 

また、翌年度に繰り越した事業がないことから、繰り越すべき財源はありません

ので、実質収支額は形式収支額と同額の65万3,003円、前年度の実質収支額783万

5,002円を差し引いた単年度収支額は、△718万1,999円となっています。 

  

歳入歳出決算状況                       (単位:円・％) 

区分 
予算現額 

A 

収入済額 

B 

収入率 

B/A 

支出済額 

C 

執行率 

C/A 

形式収支額 

B-C 

令和６年度 144,823,000 133,000,514 91.8 132,347,511 91.4 653,003 

令和５年度 142,836,000 127,957,494 89.6 120,122,492 84.1 7,835,002 

増減額 1,987,000 5,043,020 - 12,225,019 - △7,181,999 

 

決算収支状況                         (単位:円・％) 

区分 令和６年度 令和５年度 前年度対比 

形式収支額① 653,003 7,835,002 8.3 

翌年度繰越財源② 0 0 - 

実質収支額①-② 653,003 7,835,002 8.3 

単年度収支額 △7,181,999 7,835,002 - 
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１．歳入 

歳入においては、構成市町である上尾市、伊奈町からの負担金として 1 億 1,616

万 6,140 円を収入し、これが全体の 87.4％と大部分を占めています。  

その他に、国庫支出金として 895 万 3,000 円を収入し、これは、施設整備に関す

る計画支援事業に係る循環型社会形成推進交付金となっています。 

 また、諸収入として 46,372 円を収入し、うち、預金利子が 44,722 円、情報公開

請求の対応に係る複写機使用料が 1,650 円となっています。 

  

歳入                             (単位:円・％) 

区分 
令和６年度  令和５年度  

増減額  増減率 
決算額 構成比  決算額 構成比  

分担金及

び負担金  
116,166,140 87.4 104,786,945 81.9 11,379,195 10.9 

国庫支出

金  
8,953,000 6.7 19,789,000 15.5 △10,836,000 △54.8 

繰越金 7,835,002 5.9 - - 7,835,002 皆増 

諸収入  46,372 0.0 2,549 0.0 43,823 1719.2 

県支出金 - - 3,379,000 2.6 △3,379,000 皆減 

合計  133,000,514 100.0 127,957,494 100.0 5,043,020 3.9 

 

２．歳出 

歳出においては、各科目で順当に予算が執行されています。  

目的別にみると、組合の運営費である総務費が 7,854 万 819 円で全体の 59.3％を

占めています。 

その他に、組合の事業費である衛生費が 5,169 万 9,137 円で全体の 39.1％を、組

合議会の運営費である議会費が 210 万 7,555 円で全体の 1.6%を占めています。  

 また、予備費の充用はありませんでした。 
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歳出（目的別）                        (単位:円・％) 

区分 
令和６年度  令和５年度  

増減額  増減率 
決算額 構成比  決算額 構成比  

議会費 2,107,555 1.6 2,195,254 1.8 △87,699 △4.0 

総務費 78,540,819 59.3 83,456,738 69.5 △4,915,919 △5.9 

衛生費 51,699,137 39.1 34,470,500 28.7 17,228,637 50.0 

予備費 0 0.0 0 0.0 0 - 

合計 132,347,511 100.0 120,122,492 100.0 12,225,019 10.2 

 

 性質別にみると、構成市町である上尾市、伊奈町から派遣されている職員の人件

費負担金などの補助費等が 7,014 万 6,172 円で全体の 53.0%を占めています。 

その他に、業務委託料、光熱水費、使用料などの物件費が 5,954 万 8,339 円で全

体の 45.0%を、正副管理者や議員、非常勤特別職の報酬などの人件費が 265 万 3,000

円で全体の 2.0%を占めています。 

 

歳出（性質別）                        (単位:円・％) 

区分 
令和６年度  令和５年度  

増減額  増減率 
決算額 構成比  決算額 構成比  

人件費 2,653,000 2.0 2,485,477 2.1 167,523 6.7 

物件費 59,548,339 45.0 47,190,767 39.3 12,357,572 26.2 

補助費等 70,146,172 53.0 67,886,862 56.5 2,259,310 3.3 

普通建設

事業費 
- - 2,559,386 2.1 △2,559,386 皆減 

合計 132,347,511 100.0 120,122,492 100.0 12,225,019 10.2 
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意 見 

 歳入については、国庫支出金の活用が図られており、対象となる事業費に対して

適切な金額の確保が行われていることを確認しました。 

歳出のうち、議会や総務関係においては、組合議会の運営のほか、建設業務の効

率化を図るため、建設図面プログラムを新たに導入したこと。また、令和５年度に

整備した各種システムについて令和６年度も継続的に活用するなど、業務環境の整

備を推進し、限られた人員の中で最大限に効果を発揮できる仕組みづくりに寄与し

ていることを確認しました。 

衛生関係においては、新ごみ処理施設の建設に向け、新ごみ処理施設が周辺環境

に与える影響を調査するための環境影響評価や、施設設備基本計画案の策定に向け、

ごみ広域処理施設建設検討委員会において新ごみ処理施設のごみ処理方式や設備、

敷地の利用方法を検討するなど、新ごみ処理施設の整備に向けて事業が着実に進め

られていることを確認しました。 

主な財源が構成市町の負担金であることから、これまで以上に効率的かつ効果的

に事務事業を進めていくため、次の点に留意して取り組まれるよう要望します。 

 

１ 事務事業の執行に当たっては、国庫補助金等の確保を図るとともに、経費節減

に取り組まれ、より一層効率的、効果的な財政運営に努めること。 

 

２ 事業の実施に当たっては、構成市町の住民への情報提供等、事業内容の周知に

努め、事業の透明性を図るとともに、構成市町と連携しながら業務に取り組んで

いくこと。 

 

３ 予算編成に当たっては、事務事業の精査を十分に行い、適切な予算措置に努め

ること。 

- 5 -



 

注記 

（1) 比率(%)は、表示単位未満を四捨五入しています。 

（2) 表の構成比率は、四捨五入して算出しているため、合計に一致しない場合

があります。 

（3) 「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。 

（4) 「－」は、該当数値のないものです。 
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